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陸
雲
「
登
台
賦
」
考
―
詩
跡
と
懐
古
の
二
側
面
か
ら
―
住
谷
孝
之
専
修
大
学
商
学
部
兼
任
講
師
一
西
晋
の
代
表
す
る
文
学
者
で
あ
る
陸
雲
に
は
、「
登
台
賦
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
こ
れ
は
陸
雲
が
前
代
の
魏
の
曹
操
（
魏
の
武
帝
）
が
根
拠
地
と
し
た
䌋
城
に
赴
任
し
た
際
、
曹
操
が
城
の
西
北
に
建
て
た
銅
雀
台
・
氷
井
台
・
金
虎
台
の
三
台
（「
台
」
は
楼
台
の
こ
と
）
に
登
っ
て
、
そ
こ
で
目
に
し
た
景
物
に
触
発
さ
れ
た
感
慨
を
つ
づ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
、
こ
の
䌋
に
あ
る
銅
雀
台
を
題
材
と
し
た
六
朝
時
代
の
詩
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
文
を
著
し
、
そ
こ
で
陸
雲
の
兄
で
あ
る
陸
機
の
「
弔
魏
武
帝
文
」
に
つ
い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
１
）
。「
弔
魏
武
帝
文
」
は
、
後
の
南
北
朝
時
代
に
は
、
銅
雀
台
を
題
材
と
す
る
詩
の
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
に
ま
で
発
展
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
後
世
の
「
詩
跡
（
２
）
」
と
し
て
の
銅
雀
台
の
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
づ
け
る
ほ
ど
の
大
き
な
影
響
力
を
も
た
ら
し
た
。
と
こ
ろ
が
陸
雲
の
「
登
台
賦
」
の
方
は
、
陸
機
と
同
じ
く
䌋
や
銅
雀
台
を
は
じ
め
と
す
る
三
台
を
題
材
と
す
る
文
学
作
品
で
あ
り
、
か
つ
陸
機
と
き
わ
め
て
近
し
い
人
物
の
手
に
よ
る
作
品
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
六
朝
時
代
以
後
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の
詩
跡
「
銅
雀
台
」
と
し
て
の
詩
的
形
象
や
、
あ
る
い
は
懐
古
詩
（
３
）
と
し
て
の
題
材
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
後
世
の
影
響
力
と
い
う
点
で
は
、
陸
機
の
作
品
に
遥
か
に
及
ば
な
い
。
本
論
で
は
、
以
前
の
詩
跡
「
銅
雀
台
」
の
補
論
と
し
て
、
陸
雲
の
こ
の
作
品
を
取
り
上
げ
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
作
品
の
具
体
的
な
内
容
を
詳
し
く
見
る
こ
と
で
、
こ
の
作
品
が
文
学
史
的
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
こ
の
作
品
で
描
か
れ
た
䌋
城
の
描
写
が
、
後
世
の
「
詩
跡
と
し
て
の
銅
雀
台
」
と
は
い
か
な
る
相
違
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
が
「
後
世
に
お
け
る
䌋
や
銅
雀
台
の
文
学
的
形
象
」
に
な
り
得
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
も
探
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
最
初
に
本
論
に
入
る
前
に
、「
登
台
賦
」
の
舞
台
と
な
る
䌋
と
い
う
都
市
と
銅
雀
台
の
経
緯
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。
䌋
は
、
後
漢
末
の
建
安
十
八
年
（
二
一
三
）、
当
時
の
群
雄
の
一
人
で
あ
る
曹
操
が
、
後
漢
の
献
帝
に
よ
り
魏
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
時
、
魏
国
の
都
と
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
。
曹
操
は
魏
公
と
な
る
と
、
こ
こ
に
宮
殿
や
官
衙
を
新
設
し
、
魏
国
の
都
と
し
て
の
偉
容
を
示
す
べ
く
大
幅
な
整
備
を
行
い
、
こ
こ
か
ら
䌋
は
繁
栄
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
、
䌋
城
の
西
北
に
あ
る
御
苑
「
銅
雀
（
爵
）
園
」
と
、
そ
の
西
北
隅
（
䌋
城
の
西
壁
上
の
北
端
近
く
）
の
城
壁
に
築
か
れ
た
氷
井
台
・
銅
雀
（
爵
）
台
・
金
虎
台
の
「
三
台
」
は
、
曹
操
の
宴
楽
の
場
と
し
て
華
や
か
な
宴
が
催
さ
れ
、
同
時
に
曹
操
親
子
や
配
下
の
文
学
者
（
建
安
七
子
）
ら
が
詩
文
を
競
作
す
る
場
と
な
る
な
ど
中
国
文
学
史
上
の
一
大
盛
期
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
時
期
、
䌋
お
よ
び
そ
こ
に
建
て
ら
れ
た
銅
雀
台
を
題
材
と
し
た
文
学
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
次
に
紹
介
す
る
の
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は
、
後
漢
末
〜
三
国
時
代
の
建
安
文
学
に
書
か
れ
た
曹
丕
・
曹
植
兄
弟
が
書
い
た
陸
雲
と
同
題
の
賦
（「
登
台
賦
」）
で
あ
る
。
魏
・
曹
丕
「
登
臺
賦
」
建
安
十
七
年
春
。
上
遊
西
園
。
登
銅
雀
臺
、
命
余
兄
弟
竝
作
。
其
詞
曰
。
登
高
臺
以
騁
望
。
好
靈
雀
之
麗
嫺
。
飛
閣
崛
其
特
起
。
層
樓
儼
承
天
。
歩
逍
遙
以
容
與
。
聊
遊
目
于
西
山
。
溪
谷
紆
以
交
錯
。
草
木
鬱
其
相
連
。
風
飄
飄
而
吹
衣
。
鳥
飛
鳴
而
過
前
。
申
躊
躇
以
周
覽
。
臨
城
隅
之
通
川
…
…
建
安
十
七
年
春
、
上
（
曹
操
）
西
園
（
銅
雀
園
）
に
遊
ぶ
。
銅
雀
臺
に
登
り
、
余
が
兄
弟
に
命
じ
て
並
作
せ
し
む
。
其
の
詞
に
曰
く
。
高
臺
に
登
り
て
以
て
騁
望
し
、
靈
雀
の
麗
嫺
た
る
を
好
む
。
飛
閣
崛
と
し
て
其
れ
特
起
し
、
層
樓
儼
と
し
て
以
て
天
を
承
く
。
歩
み
て
逍
遙
と
し
て
以
て
容
與
し
、
聊
か
目
を
西
山
に
遊
ば
し
む
。
溪
谷
紆
と
し
て
以
て
交
錯
し
、
草
木
鬱
と
し
て
其
れ
相
ひ
連
な
る
。
風
飄
飄
と
し
て
衣
を
吹
き
、
鳥
飛
び
鳴
き
て
前
を
過
ぐ
。
躊
躇
を
申
（
重
）
ね
て
以
て
周
覽
し
、
城
隅
の
通
川
に
臨
む
…
…
魏
・
曹
植
「
登
臺
賦
」
從
明
后
而
嬉
游
兮
、
登
層
臺
以
娯
情
。
見
太
府
之
廣
開
兮
、
觀
聖

之
所
營
。
建
高
門
之
嵯
峨
兮
、
浮
雙
闕
乎
太
清
。
立
中
天
之
華
觀
兮
、
連
飛
閣
乎
西
城
。
臨
漳
水
之
長
流
兮
、
望
園
果
之
滋
榮
。
仰
春
風
之
和
穆
兮
、
聴
百
鳥
之
悲
鳴
。
天
雲
垣
其
既
立
兮
、
家
願
得
而
獲
逞
。
揚
仁
化
於
宇
内
兮
、
盡
肅
恭
於
上
京
。
惟
桓
文
之
為
盛
兮
、
豈
足
方
乎
聖
明
。
休
矣
美
矣
。
惠
澤
遠
揚
。
翼
佐
我
皇
家
兮
、
寧
彼
四
方
。
同
天
地
之
規
量
兮
、
齊
日
月
之
暉
光
。
永
貴
尊
而
無
極
兮
、
等
年
壽
於
東
王
…
…
明
后
（
曹
操
）
に
従
ひ
て
嬉
遊
（
遊
楽
）
し
、
層
臺
に
登
り
て
以
て
情
を
娯
し
ま
し
む
。
太
府
の
廣
開
た
る
を
見
、
聖

の
營
む
所
を
観
る
。
高
門
の
嵯
峨
た
る
を
建
て
、
雙
闕
を
太
清
に
浮
か
ば
し
む
。
中
天
の
華
觀
を
立
て
、
飛
閣
を
西
城
に
連
ぬ
。
漳
水
の
長
流
に
臨
み
、
園
果
の
滋
榮
（
花
）
を
望
む
。
春
風
の
和
穆
な
る
を
仰
ぎ
、
百
鳥
の
悲
鳴
を
聴
く
。
天
雲
其
の
既
に
立
つ
る
を
垣
（
守
）
り
、
家
願
得
て
逞
に
す
る
を
獲
た
り
。
仁
化
を
宇
内
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に
揚
げ
、
肅
恭
を
上
京
に
盡
く
す
。
桓
文
の
為
盛
を
惟
へ
ど
も
、
豈
に
聖
明
に
方
ぶ
る
に
足
ら
ん
や
。
休
し
き
か
な
美
な
る
か
な
、
惠
澤
遠
く
揚
ぐ
。
我
が
皇
家
を
翼
佐
し
、
彼
の
四
方
を
寧
ん
ず
。
天
地
の
規
量
に
同
じ
く
、
日
月
の
暉
光
に
齊
し
。
永
く
貴
尊
に
し
て
極
ま
り
無
く
、
年
壽
を
東
王
に
等
し
く
す
…
…
両
作
品
は
、
後
漢
末
の
建
安
一
七
年
（
二
一
二
）、
二
人
の
父
で
あ
る
曹
操
が
、
息
子
で
あ
る
曹
丕
・
曹
植
ら
の
兄
弟
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
賦
で
あ
る
（
３
）
。
こ
こ
で
の
銅
雀
台
お
よ
び
䌋
都
の
様
子
は
、
ま
さ
に
父
で
あ
る
曹
操
の
偉
業
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
、
ひ
た
す
ら
壮
麗
な
も
の
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
建
安
二
十
五
年
（
二
二
〇
）
に
曹
操
が
死
去
す
る
と
、
曹
操
の
跡
を
継
い
だ
曹
丕
は
、
同
年
、
献
帝
か
ら
の
禅
譲
を
受
け
て
魏
の
皇
帝
（
文
帝
）
に
即
位
し
、
䌋
か
ら
洛
陽
に
遷
都
し
た
。
以
後
の
䌋
は
、
魏
や
次
の
西
晋
の
時
代
に
も
北
都
と
し
て
存
続
し
た
が
、
第
一
の
都
と
し
て
の
地
位
を
洛
陽
に
譲
り
、
宮
殿
や
銅
雀
台
は
そ
こ
に
住
む
主
君
を
失
っ
て
空
し
く
た
た
ず
む
が
ま
ま
と
な
っ
た
。
陸
雲
が
䌋
に
赴
き
「
登
台
賦
」
を
書
い
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
う
し
た
往
事
の
栄
華
を
失
い
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
三
本
節
で
は
、
陸
雲
「
登
台
賦
」
と
い
う
作
品
の
内
容
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
作
者
の
制
作
の
経
緯
を
知
る
た
め
、
序
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
陸
雲
「
登
臺
賦
（
４
）
」
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永
寧
中
、
參
大
府
之
佐
于
䌋
都
、
以
時
事
巡
行
䌋
宮
三
臺
。
登
高
有
感
。
因
以
言
崇
替
、
迺
作
賦
云
。
永
寧
中
、
大
府
の
佐
を
䌋
都
に
参
じ
、
時
事
を
以
て
䌋
宮
の
三
臺
を
巡
行
す
。
高
き
に
登
り
て
感
有
り
。
因
り
て
以
て
崇
替
を
言
ひ
、
迺
ち
賦
を
作
り
て
云
ふ
。
序
文
の
記
述
は
簡
潔
だ
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
登
台
賦
」
の
制
作
背
景
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
賦
は
、
西
晋
の
永
寧
年
間
（
三
〇
一
〜
三
〇
二
）、
陸
雲
が
大
府
の
佐
（
成
都
王
司
馬
穎
の
属
僚
）
と
し
て
䌋
に
赴
任
し
た
際
、
䌋
の
宮
殿
に
あ
る
三
台
（
銅
雀
台
・
氷
井
台
・
金
虎
台
）
に
登
り
、
前
代
の
魏
王
朝
の
崇
替
（
興
廃
）
に
感
慨
を
覚
え
て
作
っ
た
作
品
で
あ
る
（
５
）
。
次
に
本
文
を
紹
介
す
る
が
、
こ
こ
で
は
説
明
の
便
宜
上
、
内
容
を
三
段
に
分
け
て
、
そ
の
大
意
を
要
約
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
（
Ａ
）
承
后
皇
之
嘉
惠
兮
、
翼
聖
宰
之
威
靈
。
肅
言
而
述
業
兮
、
乃
啓
行
乎
北
京
。
巡
華
室
以
周
流
兮
、
登
崇
臺
而
上
征
。
攀
淩
䐓
而
遂
䷼
兮
、

雲
閣
而
少
寧
。
爾
乃
佇
眄
瑤
軒
、
滿
目
綺
寮
。
中
原
方
華
、
綠
葉
振
翹
。
嘉
生
民
之
亹
亹
兮
、
望
天
䇹
之
䊭
䊭
。
歴
玉
階
而
容
與
兮
、〔
歩
〕
蘭
堂
以
逍
遙
。
蒙
紫
庭
之
芳
塵
兮
、
駭
洞
房
之
迴
飈
。
頽
嚮
逝
而
忤
物
兮
、
傾
冠
舉
而
凌
霄
。
曲
房
營
而
窈
眇
兮
、
長
廊
邈
而
蕭
條
。
於
是
䋽
路
季
〔
委
〕
夷
、
邃
宇
玄
芒
。
深
堂
百
室
、
曾
臺
千
房
。
闢
南
牕
而
蒙
暑
兮
、
啓
朔
牖
而
履
霜
。
遊
陽
堂
而
冬
温
兮
、
歩
陰
房
而
夏
涼
。
萬
禽
委
䋕
於
濳
室
兮
、
驚
鳳
矯
翼
而
來
翔
。
紛
譎
譎
於
有
象
兮
、
邈
攸
忽
而
無
方
。
う
た
す
つ
つ
し
こ
こ
后
皇
（
天
地
）
の
嘉
惠
（
恩
恵
）
を
承
け
、
聖
宰
（
聖
明
な
宰
相
・
司
馬
穎
）
の
威
靈
（
神
威
）
を
翼
く
。
肅
み
て
言
に
業
を
述
べ
、
乃
ち
北
京
（
䌋
）
に
啓
行
（
出
発
）
す
。
華
室
を
巡
り
て
以
て
周
流
（
周
遊
）
し
、
崇
臺
（
高
台
）
に
登
り
て
上
征
す
。
凌
䐓
（
高
地
）
を
攀
じ
り
て
遂
に
の
ぼ䷼
り
、
雲
閣
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い
た
し
ば
ら
や
す
に

り
て
少
く
寧
む
。
し
か
し
げ
爾
し
て
乃
ち
瑤
軒
（
長
廊
）
を
佇
眄
す
れ
ば
、
目
に
綺
寮
（
窓
）
滿
つ
。
中
原
方
に
華
く
し
て
、
綠
葉
翹
（
花
）
を
振
ふ
。
生
民
（
人
民
）
の
亹
亹
（
勤
勉
）
た
る
を
嘉
し
、
天
䇹
（
太
陽
）
の
䊭
䊭
た
る
を
望
む
。
玉
階
を
歴
み
て
容
與
（
徘
徊
）
し
、
蘭
堂
を
歩
み
て
以
て
逍
遙
す
。
紫
庭
の
芳
塵
を
蒙
お
ど
ろ
さ
か
ら
り
、
洞
房
の
迴
飈
（
つ
む
じ
風
）
に
駭
く
。
頽
嚮
（
大
き
な
風
の
音
）
逝
き
て
物
に
忤
ひ
、
傾
冠
舉
が
り
て
霄
（
雲
霄
）
を
凌
ぐ
。
曲
房
（
内
室
）
め
ぐ縈
り
て
窈
眇
（
幽
遠
）
た
り
、
長
廊
ば
く邈
（
遠
）
と
し
て
蕭
條
た
り
。
是
に
於
い
て
䋽
路
（
遠
路
）
は
委
夷
（
曲
が
り
く
ね
る
さ
ま
）
と
し
て
、
邃
宇
（
家
屋
）
は
玄
芒
（
深
遠
）
た
り
。
深
堂
に
百
室
あ
り
、
曾
臺
に
千
房
あ
り
。
南
牕
を
闢
き
て
暑
を
蒙
り
、
朔
牖
（
北
向
き
の
窓
）
を
啓
き
て
霜
を
履
む
。
陽
堂
に
遊
べ
ば
冬
に
温
か
く
、
陰
房
に
歩
め
ば
夏
に
涼
し
。
萬
禽
（
衆
鳥
）
濳
室
に
委
䋕
（
連
な
る
）
し
、
驚
鳳
翼
を
矯
め
て
來
り
翔
る
。
紛
と
し
て
譎
譎
（
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
が
鳴
さ
わ
ぐ
さ
ま
）
と
し
て
象
有
り
、
邈
と
し
て
攸
忽
（
忽
ち
）
に
し
て
方
（
常
）
無
し
。
今
、
便
宜
上
（
Ａ
）
と
名
付
け
た
部
分
は
、
作
者
が
䌋
に
赴
き
、
か
の
地
の
宮
城
を
め
ぐ
り
、
三
台
に
登
り
、
そ
の
折
り
に
見
た
景
物
を
主
に
描
写
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
「
爾
乃
佇
眄
瑤
軒
、
滿
目
綺
寮
。
中
原
方
華
、
綠
葉
振
翹
。
嘉
生
民
之
亹
亹
兮
、
望
天
䇹
之
䊭
䊭
」
の
記
述
は
、
作
者
が
䌋
に
赴
い
た
ば
か
り
の
時
に
目
に
し
た
都
市
の
描
写
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
数
々
の
宮
殿
の
建
築
が
華
麗
な
装
飾
を
施
さ
れ
て
そ
び
え
た
ち
、
草
花
が
さ
か
ん
に
茂
る
豊
か
な
自
然
、
さ
ら
に
は
そ
こ
で
勤
勉
に
生
活
す
る
人
々
の
姿
が
点
描
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
作
者
が
目
に
し
て
い
る
䌋
城
は
、
か
つ
て
と
変
わ
ら
ぬ
繁
栄
し
た
様
子
を
見
せ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
続
く
「
蒙
紫
庭
之
芳
塵
兮
、
駭
洞
房
之
迴
飈
。
頽
嚮
逝
而
忤
物
兮
、
傾
冠
舉
而
凌
霄
。
曲
房
營
而
窈
眇
兮
、
長
廊
邈
而
蕭
條
」
の
記
述
で
は
、
前
節
の
壮
麗
な
都
市
の
姿
か
ら
一
転
し
、
一
見
華
や
か
な
䌋
城
の
繁
栄
の
裏
に
潜
む
、
衰
退
の
兆
し
を
描
写
す
る
。
か
つ
て
の
帝
王
の
居
（
紫
庭
）
に
入
っ
て
作
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者
が
目
に
し
た
の
は
、
そ
こ
に
住
ま
う
主
君
を
失
っ
て
、
塵
が
積
も
る
が
ま
ま
に
さ
れ
た
寂
寞
た
る
姿
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
突
然
の
つ
む
じ
風
が
宮
室
の
中
で
虚
ろ
に
響
き
、
そ
れ
に
驚
か
さ
れ
た
作
者
は
、
宮
殿
の
中
が
住
む
人
の
ほ
と
ん
ど
い
な
い
空
虚
な
世
界
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
続
く
「
於
是
䋽
路
季
〔
委
〕
夷
、
邃
宇
玄
芒
」
以
下
で
は
、
季
節
の
寒
暖
に
合
わ
せ
て
設
え
ら
れ
た
宮
殿
の
巧
妙
な
設
備
と
、
多
く
の
鳥
た
ち
が
さ
え
ず
る
美
し
い
自
然
の
情
景
を
描
く
。
こ
の
部
分
も
表
面
上
は
䌋
宮
の
華
麗
な
姿
を
描
い
て
い
る
が
、
宮
殿
の
設
備
や
自
然
が
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
姿
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
、
居
住
者
の
不
在
を
い
っ
そ
う
際
立
た
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
今
見
て
き
た
（
Ａ
）
の
段
落
の
内
容
は
、
大
意
と
し
て
は
、「
表
面
上
は
繁
栄
を
続
け
る
䌋
城
の
様
相
・
往
事
と
変
わ
ら
ぬ
自
然
の
美
し
さ
」
と
「
主
君
を
失
っ
た
宮
殿
内
の
空
虚
さ
」
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
繁
栄
の
裏
に
潜
む
衰
退
の
兆
し
」
を
さ
り
げ
な
く
紛
れ
込
ま
せ
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
（
Ｂ
）
於
時
南
征
司
火
、
朱
明
鬱
遂
。
縣
車
式
徐
、
曜
靈
西
墜
。
暑
乘
陰
而
增
炎
兮
、
景
望
淵
而
曖
昧
。

瓊
宇
而
情
吃
兮
、
覽
八
方
而
思
鋭
。
陋
雨
館
之
常
規
兮
、
鄙
鳴
鵠
之

第
。
仰
凌
眄
於
天
庭
兮
、
俛
旁
觀
乎
萬
類
。
北
溟
浩
以
揚
波
兮
、
青
林
煥
其
興
蔚
。
扶
桑
細
於
毫
未
兮
、
崑
崙
卑
乎
覆
簣
。
於
是
忽
焉
俛
仰
、
天
地
既
必
。
宇
宙
同
區
、
萬
物
為
一
。
原
千
變
之
常
鈞
兮
、
齊
億
載
於
今
日
。
彼
區
中
之
側
陋
兮
、
非
吾
黨
之
一
室
。
本
達
觀
於
無
形
兮
、
今
何
求
而
有
質
。
於
是
聊
樂
近
遊
、
薄
言
劷
佯
。
朝
登
金
虎
、
夕
歩
文
昌
。
綺
疏
列
於
東
序
、
朱
戸
立
乎
西
廂
。
經
䋅
曄
以
披
藻
兮
、
椒
塗
馥
而
遺
芳
。
感
舊
物
之
咸
存
兮
、
悲
昔
人
之
云
亡
。
憑
虚
檻
而
遠
想
兮
、
審
歴
命
於
斯
堂
。
於
是
精
疲
遊
倦
、
白
日
藏
輝
。
鄙
春
登
之
有
情
兮
、
惡
荊
臺
之
忘
歸
。
聊
弭
節
而
駕
言
兮
、
悵
將
逝
而
徘
徊
。
感
崇
替
之
靡
常
兮
、
悟
廢
興
而
永
懷
。
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隆
期
啓
而
雲
升
、
逝
運
靡
其
如
頽
。
お
も
む
ろ
時
に
南
征
す
る
司
火
（
火
神
の
祝
融
）
あ
り
て
、
朱
明
（
夏
の
陽
光
）
鬱
遂
（
鬱
積
）
す
。
縣
車
（
黄
昏
）
式
て
徐
に
し
て
、
曜
靈
（
太
陽
）
西
に
あ
そ
墜
つ
。
暑
は
陰
（
湿
潤
）
に
乘
じ
て
炎
（
暑
熱
）
を
增
し
、
景
（
日
光
）
は
淵
（
虞
淵
）
を
望
み
て
曖
昧
た
り
。
瓊
宇
に

び
て
情
は
お
こ吃
こ
り
、
八
方
い
や
い
や
を
覽
て
思
ひ
は
鋭
し
。
雨
館
（
館
舎
）
の
常
規
（
平
凡
）
な
る
を
陋
し
み
、
鳴
鵠
（
園
林
）
の

第
（
小
）
な
る
を
鄙
し
む
。
仰
ぎ
て
は
天
庭
に
凌
眄
し
、
俛
し
て
は
萬
類
を
旁
觀
す
。
北
溟
（
北
海
）
浩
と
し
て
以
て
波
を
揚
げ
、
青
林
（
樹
林
）
煥
と
し
て
其
れ
蔚
（
茂
生
）
を
興
こ
す
。
扶
桑
毫
末
（
獣
ひ
く
毛
の
末
）
よ
り
細
く
、
崑
崙
覆
簣
（
わ
ず
か
の
盛
り
土
）
よ
り
卑
し
。
是
に
於
い
て
忽
焉
と
し
て
俛
仰
せ
ば
、
天
地
既
に
必
（
分
）
か
る
。
宇
宙
區
を
同
じ
く
し
、
萬
物
一
と
為
す
。
千
變
の
常
鈞
を
原
ね
、
億
載
を
今
日
に
齊
し
く
す
。
彼
の
區
中
（
天
地
）
の
側
陋
（
狭
隘
）
に
し
て
、
吾
黨
の
一
室
に
非
ず
。
本
と
無
形
に
達
觀
す
、
今
何
ぞ
有
質
を
求
め
ん
や
。
こ
こ
わ
れ
是
に
於
ひ
て
聊
か
近
遊
を
樂
し
み
、
薄
に
言
（
我
）
は
劷
佯
（
遊
蕩
）
す
。
朝
に
金
虎
（
金
虎
台
）
に
登
り
、
夕
に
文
昌
（
文
昌
宮
）
に
歩
む
（
６
）
。
綺
の
こ
疏
（
窓
）
東
序
に
列
な
り
、
朱
戸
西
廂
に
立
つ
。
經
䋅
（
道
の
草
木
）
は
曄
（
鮮
明
）
と
し
て
以
て
藻
を
披
き
、
椒
塗
は
馥
と
し
て
芳
を
遺
す
。
舊
物
の
咸
な
存
す
る
を
感
じ
、
昔
人
の
云
（
こ
こ
）
に
亡
ぶ
を
悲
し
む
。
虚
檻
に
憑
り
て
遠
く
想
へ
ば
、
歴
命
（
天
明
）
斯
の
堂
（
三
台
）
に
審
ら
か
な
り
。
か
く
に
く
是
に
於
ひ
て
精
疲
れ
て
遊
び
倦
み
、
白
日
輝
き
を
藏
す
。
春
登
の
情
有
る
を
鄙
し
み
、
荊
臺
の
歸
る
を
忘
る
る
を
惡
む
。
聊
か
節
を
弭
（
按
）
し
て
こ
こ
駕
し
て
言
に
し
、
悵
と
し
て
將
に
逝
か
ん
と
し
て
徘
徊
す
。
崇
替
（
興
廃
）
の
常
靡
き
を
感
じ
、
廢
興
を
悟
り
て
永
く
懷
ふ
。
隆
期
啓
き
て
雲
升
し
、
逝
運
靡
き
て
其
れ
頽
る
る
が
如
し
。
続
く
（
Ｂ
）
の
段
落
は
、（
Ａ
）
の
段
で
さ
り
げ
な
く
示
さ
れ
て
い
た
「
衰
退
の
兆
し
」
が
さ
ら
に
展
開
し
て
、
前
代
（
魏
王
朝
）
の
興
廢
へ
の
言
及
が
前
面
に
出
て
く
る
場
面
で
あ
る
。
作
者
は
そ
こ
か
ら
人
為
の
無
常
に
対
す
る
感
慨
を
う
た
い
は
じ
め
る
。
「
於
時
南
征
司
火
、
朱
明
鬱
遂
」
か
ら
「
扶
桑
細
於
毫
未
兮
、
崑
崙
卑
乎
覆
簣
」
ま
で
の
部
分
で
は
、
夏
の
季
節
の
到
来
や
、
迫
り
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来
る
黄
昏
の
情
景
か
ら
、
作
者
の
意
識
が
時
間
の
推
移
に
向
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
八
方
を
周
覧
し
、
台
か
ら
見
下
ろ
す
情
景
を
目
に
す
る
こ
と
で
、
世
界
が
卑
小
な
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
る
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
承
け
て
次
の
「
於
是
忽
焉
俛
仰
、
天
地
既
必
」
以
下
の
箇
所
で
は
、
荘
子
の
「
斉
物
」
思
想
が
導
き
出
さ
れ
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
哲
理
が
開
陳
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
於
是
忽
焉
俛
仰
、
天
地
既
必
」
以
下
で
は
、
先
に
抽
象
的
な
哲
理
を
述
べ
た
後
、
再
び
䌋
宮
の
姿
と
い
う
具
体
的
な
景
物
の
描
写
に
戻
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
ら
作
者
の
目
に
映
る
宮
殿
の
壮
麗
な
姿
は
、「
感
舊
物
之
咸
存
兮
、
悲
昔
人
之
云
亡
」
と
あ
る
よ
う
に
、
も
は
や
彼
の
心
を
楽
し
ま
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
全
盛
の
時
代
に
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
昔
人
の
消
失
を
悲
し
ま
ず
は
い
ら
れ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
て
、「
憑
虚
檻
而
遠
想
兮
、
審
歴
命
於
斯
堂
」
と
あ
る
よ
う
に
、
魏
王
朝
の
命
運
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
懐
旧
の
思
い
に
至
る
。
そ
し
て
「
於
是
精
疲
遊
倦
、
白
日
藏
輝
」
以
下
で
は
、
䌋
宮
の
遊
覧
に
倦
み
疲
れ
た
作
者
は
、
前
節
の
魏
王
朝
の
滅
亡
へ
の
意
識
か
ら
、
さ
ら
に
「
感
崇
替
之
靡
常
兮
、
悟
廢
興
而
永
懷
。
隆
期
啓
而
雲
升
、
逝
運
靡
其
如
頽
」
と
、
王
朝
の
興
廃
の
無
常
を
悟
る
の
で
あ
る
。
（
Ｃ
）
長
發
惟
祥
、
天
鑒
晉
に
在
り
。
肅
有
命
而
龍
飛
兮
、
跚
重
斯
而
肇
建
。
嘉
有
魏
之
欽
若
兮
、
鑒
靈
符
而
告
禪
。
清
文
昌
之
離
宮
兮
、
虚
紫
微
而
為
獻
。
委
普
天
之
光
宅
兮
、
質
率
土
之
黎
彦
。
欽
哉
皇
之
承
天
、
集
北
顧
於
乃
眷
。
誕
洪
祚
之
遠
期
兮
、
則
斯
年
於
有
萬
。
「
長
發
」（『
詩
経
』
商
頌
の
篇
名
）
惟
れ
祥
あ
り
て
、
天
鑒
（
天
命
）
晉
に
在
り
。
有
命
（
君
命
）
を
肅
み
て
龍
飛
（
即
位
）
し
、
跚
し
て
重
斯
（
天
を
祭
り
祖
先
を
祀
る
）
し
て
肇
建
す
。
有
魏
の
欽
若
（
従
順
）
た
る
を
嘉
し
、
靈
符
を
鑒
て
禪
を
告
ぐ
。
文
昌
の
離
宮
を
清
め
、
紫
微
を
虚
し
く
し
て
獻
を
為
す
。
普
天
の
光
宅
を
委
ね
、
率
土
の
黎
彦
（
群
賢
）
を
質
す
。
欽
な
る
か
な
、
皇
（
晉
帝
）
の
天
（
天
命
）
を
承
く
る
や
、
集
ひ
て
北
に
顧
み
こ
こ
か
え
り
こ
こ
て
於
に
乃
ち
眷
み
る
。
誕
（
大
）
な
る
洪
祚
（
福
寿
）
の
遠
期
（
長
久
）
に
し
て
、
則
ち
斯
年
（
晉
の
皇
帝
の
年
寿
）
於
に
萬
有
ら
ん
。
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最
後
の
（
Ｃ
）
の
部
分
は
、
作
品
の
結
尾
部
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
魏
王
朝
の
繁
栄
の
消
失
に
対
す
る
懐
旧
の
嘆
き
や
、
興
廃
へ
の
感
慨
か
ら
一
転
し
て
、
魏
か
ら
天
命
を
譲
り
受
け
た
晋
王
朝
の
隆
盛
と
皇
帝
の
長
寿
を
願
う
詞
が
一
貫
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
作
品
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
陸
雲
が
仕
え
て
い
た
晋
王
朝
へ
の
賛
美
の
た
め
、
美
辞
麗
句
を
連
ね
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
作
品
の
中
核
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
そ
の
内
容
も
、
当
時
八
王
の
乱
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
皇
族
間
の
内
戦
が
頻
発
し
、
国
家
と
し
て
の
体
制
が
動
揺
し
て
い
た
当
時
の
西
晋
王
朝
の
実
情
と
は
大
い
に
乖
離
し
て
お
り
、
文
学
作
品
と
し
て
の
側
面
の
み
に
注
目
し
て
見
た
場
合
、
非
常
に
空
疎
で
中
身
の
薄
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
四
以
上
、
前
節
で
は
「
登
台
賦
」
の
内
容
を
大
ま
か
に
で
は
あ
る
が
説
明
し
て
き
た
。
続
く
こ
の
節
で
は
、「
登
台
賦
」
の
本
文
に
お
け
る
構
成
を
改
め
て
整
理
し
、
そ
の
文
学
的
成
就
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
図
式
的
に
整
理
す
る
と
、「
登
台
賦
」
の
本
文
は
、
以
下
よ
う
な
構
成
で
展
開
し
て
い
る
と
い
え
る
。
（
Ａ
）
導
入
部

「
承
后
皇
之
嘉
惠
兮
〜
歩
蘭
堂
以
逍
遙
」：
䌋
都
に
赴
き
、
初
め
て
目
に
し
た
都
市
の
繁
栄
と
王
宮
の
壮
麗
な
建
築
物
の
描
写
。

「
蒙
紫
庭
之
芳
塵
兮
〜
邈
攸
忽
而
無
方
」：
表
面
上
の
繁
栄
の
裏
で
王
宮
内
に
に
ひ
そ
む
衰
退
の
影
の
存
在
。
（
Ｂ
）
展
開
部
（
主
部
）
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
「
於
時
南
征
司
火
〜
崑
崙
卑
乎
覆
簣
」：
夏
の
黄
昏
の
訪
れ
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
時
間
の
推
移
へ
の
意
識
。

「
於
是
忽
焉
俛
仰
〜
今
何
求
而
有
質
」：
荘
子
の
「
斉
物
」
の
思
想
に
よ
り
導
か
れ
た
哲
理
の
開
陳
。

「
於
是
聊
樂
近
遊
〜
審
歴
命
於
斯
堂
」：
䌋
宮
の
栄
華
の
喪
失
・
衰
退
を
示
す
景
物
の
描
写
。

「
於
是
精
疲
遊
倦
〜
逝
運
靡
其
如
頽
」：
魏
王
朝
の
興
亡
に
対
す
る
感
慨
と
人
為
の
無
常
に
対
す
る
自
覚
。
（
Ｃ
）
結
尾
部
「
長
發
惟
祥
〜
則
斯
年
於
有
萬
」：
晋
王
朝
の
隆
盛
へ
の
賛
美
と
皇
帝
の
長
寿
へ
の
願
い
。
最
初
に
あ
ら
か
じ
め
私
見
を
述
べ
る
と
晋
王
朝
へ
の
賛
美
を
述
べ
る
（
Ｃ
）
の
結
尾
部
が
、
そ
れ
ま
で
の
内
容
を
断
絶
さ
せ
る
唐
突
な
内
容
か
ら
し
て
、
作
品
全
体
を
統
一
す
る
一
貫
性
を
損
な
わ
せ
る
嫌
い
が
あ
る
も
の
の
、
作
品
の
中
核
と
な
る
（
Ａ
）
↓
（
Ｂ
）
へ
の
推
移
、
さ
ら
に
は
作
品
の
頂
点
と
な
る
（
Ｂ
）

へ
と
至
る
ま
で
の
展
開
は
、
作
者
で
あ
る
陸
雲
の
入
念
な
配
慮
に
よ
っ
て
、
極
め
て
巧
妙
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
う
し
た
展
開
を
支
え
る
た
め
に
、
䌋
宮
や
自
然
の
景
物
の
描
写
が
実
に
巧
み
に
配
置
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、（
Ａ
）
の
部
分
で
は
、
突
然
の
強
風
に
よ
っ
て
王
宮
で
虚
ろ
に
響
く
音
（
頽
嚮
）
や
、
そ
れ
ま
で
鳥
た
ち
の
鳴
き
交
わ
す
声
が
突
然
止
ん
で
訪
れ
た
静
寂
（
紛
譎
譎
於
有
象
兮
、
邈
攸
忽
而
無
方
）
と
い
っ
た
音
響
の
表
現
が
、
そ
う
し
た
例
に
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
居
住
す
る
主
を
失
っ
た
王
宮
内
の
空
虚
さ
を
印
象
づ
け
る
効
果
を
も
つ
と
同
時
に
、（
Ｂ
）
で
明
示
さ
れ
る
䌋
の
栄
華
の
喪
失
と
魏
王
朝
の
滅
亡
を
導
く
た
め
の
伏
線
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
そ
し
て
作
品
の
主
部
で
あ
る
（
Ｂ
）
の
部
分
で
は
、

に
お
け
る
黄
昏
の
情
景
描
写
は
、
黄
昏
（
薄
暮
）
と
い
う
時
間
か
ら
く
る
色
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あ
せ
た
陰
鬱
な
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と
っ
た
作
者
の
心
象
風
景
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
間
の
中
で
作
者
が
目
睹
す
る
景
物
や
世
界
は
、
非
常
に
卑
小
で
魅
力
に
乏
し
い
存
在
と
化
し
、
そ
こ
か
ら

に
お
け
る
、
現
実
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
超
越
し
て
形
而
上
の
世
界
に
遊
ぶ
荘
子
の
「
斉
物
」
の
思
想
に
も
と
づ
く
抽
象
的
な
哲
理
が
導
き
出
さ
れ
る
。
そ
し
て

に
お
い
て
は
再
び
具
体
的
な
現
実
世
界
の
描
写
に
立
ち
戻
る
が
、
そ
こ
で
の
情
景
は
、

に
お
い
て
獲
得
さ
れ
た
哲
理
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
䌋
宮
の
栄
華
の
喪
失
や
衰
退
と
い
う
も
の
が
、
作
者
の
心
に
は
は
っ
き
り
と
感
じ
取
れ
る
も
の
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に

〜

に
お
い
て
、
作
者
を
取
り
巻
く
時
間
と
空
間
、
そ
の
中
で
喚
起
さ
れ
た
荘
子
の
哲
理
、
作
者
自
身
の
心
情
な
ど
の
要
素
が
、
緊
密
に
結
び
つ
き
つ
つ
展
開
す
る
。
そ
し
て

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
緊
密
に
結
合
し
た
種
々
の
要
素
が
、
魏
王
朝
の
興
亡
や
栄
華
の
盛
衰
に
対
す
る
深
い
感
慨
と
し
て
導
き
出
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、「
登
台
賦
」
は
、
入
念
か
つ
巧
み
に
計
算
さ
れ
た
構
成
に
よ
っ
て
、
奥
行
き
の
あ
る
抒
情
を
生
み
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
作
品
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
前
代
の
曹
丕
・
曹
植
の
同
題
の
賦
と
比
較
し
て
も
、
曹
植
ら
の
作
品
は
（
完
全
な
形
で
は
残
っ
て
い
な
い
と
は
い
え
）、
䌋
城
や
銅
雀
台
の
壮
麗
な
さ
ま
を
外
面
的
に
描
写
す
る
こ
と
で
曹
操
の
偉
業
を
讃
え
る
内
容
に
終
始
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
陸
機
の
「
登
台
賦
」
は
、
䌋
の
王
宮
や
三
台
の
情
景
を
、
季
節
の
景
物
や
時
間
の
推
移
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
作
者
の
心
情
の
変
化
や
荘
子
の
哲
理
を
通
し
て
、
よ
り
変
化
に
富
み
奥
行
き
の
あ
る
景
物
と
し
て
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
抒
情
表
現
と
い
う
側
面
か
ら
見
た
場
合
に
お
い
て
も
、
作
者
の
心
に
生
じ
た
魏
王
朝
の
盛
衰
に
対
す
る
強
烈
な
感
慨
が
生
じ
る
過
程
を
見
事
に
描
き
出
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
陸
雲
の
「
登
台
賦
」
は
、
以
上
の
よ
う
に
見
た
場
合
、
六
朝
賦
の
極
め
て
優
れ
た
作
品
の
一
つ
と
し
て
改
め
て
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
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五
前
節
ま
で
陸
雲
の
「
登
台
賦
」
の
内
容
や
構
成
に
つ
い
て
一
通
り
論
じ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
作
品
自
体
が
、
巧
妙
な
構
成
と
奥
行
き
の
あ
る
抒
情
も
つ
も
の
と
し
て
、
き
わ
め
て
優
れ
た
文
学
作
品
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
以
後
は
、
こ
う
し
た
認
識
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
優
れ
た
文
学
作
品
と
し
て
の
側
面
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
登
台
賦
」
が
䌋
や
銅
雀
台
を
題
材
と
す
る
後
世
の
文
学
作
品
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
せ
な
か
っ
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
最
初
に
、
六
朝
時
代
の
詩
跡
「
銅
雀
台
」
の
源
泉
と
し
て
実
際
に
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ
た
陸
機
の
「
弔
魏
武
帝
文
」
の
一
節
と
、
そ
れ
を
詩
跡
の
イ
メ
ー
ジ
に
発
展
・
確
立
さ
せ
た
謝
朓
の
詩
二
首
を
見
て
み
よ
う
。
陸
機
「
弔
魏
武
帝
文
」
よ
り
元
康
八
年
、
機
始
以
臺
郎
出
補
著
作
、
遊
乎
祕
閣
。
而
見
魏
武
帝
遺
令
、
愾
然
歎
息
、
傷
懷
者
、
久
之
。
…
…
又
曰
、「
吾
婕
妤
妓
人
、
皆
著
銅
爵
臺
、
於
臺
堂
上
施
八
尺
牀
囐
帳
、
朝
晡
上
脯
糒
之
屬
。
月
朝
十
五
、
輒
向
帳
作
妓
、
汝
等
時
時
登
銅
爵
臺
、
望
吾
西
陵
墓
田
」
…
…
。
元
康
八
年
、
機
（
陸
機
）
始
め
て
臺
郎
（
尚
書
郎
）
を
以
て
出
で
て
著
作
（
著
作
郎
）
に
補
せ
ら
れ
、
祕
閣
（
宮
中
の
書
庫
）
に
遊
ぶ
。
而
し
て
魏
の
武
帝
（
曹
操
）
の
遺
令
を
見
て
、
愾
然
と
し
て
歎
息
し
、
懷
ひ
を
傷
ま
し
む
る
者
、
之
を
久
し
う
す
。
…
…
又
た
曰
く
、「
吾
が
婕
妤
（
宮
女
）・
妓
人
（
妓
女
、
歌
い
女
）
は
、
皆
銅
爵
臺
（
銅
雀
台
）
に
著
け
、
臺
堂
（
霊
殿
）
の
上
に
八
尺
の
牀
（
台
）・
囐
帳
（
と
ば
り
）
を
施
し
、
朝
晡
（
朝
夕
）
ほ
し
い
ひ
た
て
ま
つ
に
脯
糒
（
乾
肉
と
糒
）
の
屬
を
上
れ
。
月
（
毎
月
）
の
朝
（
一
日
）
と
十
五
に
は
、
輒
ち
帳
に
向
か
ひ
て
妓
（
歌
舞
）
を
作
せ
。
汝
等
（
曹
丕
ら
息
子
）
は
時
時
（
折
々
）
銅
爵
臺
に
登
り
、
吾
が
西
陵
の
墓
田
（
陵
墓
）
を
望
め
」
と
…
…
。
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謝
朓
「
銅
爵
悲
」
落
日
高
城
上
落
日
高
城
の
上
ゐ
餘
光
入
囐
帷
餘
光
け
い囐
帷
（
と
ば
り
）
に
入
る
寂
寂
深
松
晩
寂
寂
た
り
深
松
の
晩
い
づ
く
ん
寧
知
琴
瑟
悲
寧
ぞ
知
ら
ん
琴
瑟
（
を
奏
で
る
妓
女
）
の
悲
し
み
を
謝
朓
「
同
謝
諮
議
詠
銅
爵
臺
」
囐
幃
飄
井
干
囐
幃
井
干
に
飄
り

酒
若
平
生

酒
平
生
の
若
し
鬱
鬱
西
陵
樹
鬱
鬱
た
り
西
陵
の
樹
詎
聞
歌
吹
聲
詎
ぞ
聞
か
ん
歌
吹
の
聲
芳
襟
染
涙
跡
芳
襟
涙
跡
を
染
め
嬋
媛
空
復
情
嬋
媛
（
心
ひ
か
れ
る
さ
ま
）
と
し
て
空
し
く
復
た
情
あ
り
玉
座
猶
寂
寞
玉
座
す
ら
猶
ほ
寂
寞
た
り
況
乃
妾
身
輕
況
や
乃
ち
妾
が
身
の
輕
き
を
や
上
記
の
陸
機
の
弔
文
で
作
品
の
一
要
素
と
し
て
描
か
れ
た
「
銅
雀
台
」
や
「
妓
女
」
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
謝
朓
の
詩
の
よ
う
に
、
六
朝
期
の
詩
跡
「
銅
雀
台
」
の
主
題
と
な
る
。
そ
れ
は
「
死
後
も
魏
王
曹
操
へ
の
奉
仕
を
強
い
ら
れ
た
妓
女
」
に
絞
り
込
ま
れ
、「
権
力
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者
の
横
暴
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
る
人
間
の
悲
劇
性
」
と
い
う
悲
哀
に
抒
情
を
純
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
詩
に
お
け
る
美
的
形
象
と
し
て
の
世
界
を
開
拓
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
（
８
）
。
ま
た
、
よ
り
後
世
の
䌋
や
銅
雀
台
を
舞
台
と
し
た
唐
詩
に
お
い
て
も
、
次
の
盛
唐
・
劉
庭
琦
の
詩
を
例
と
す
る
よ
う
に
、
や
は
り
六
朝
詩
跡
と
し
て
の
「
銅
雀
台
」
が
形
成
し
た
、「
妓
女
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
素
材
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
唐
詩
の
段
階
で
は
、
六
朝
詩
以
来
の
伝
統
的
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
実
際
に
現
地
を
踏
み
、
当
地
の
様
子
を
直
接
目
に
す
る
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
過
去
の
栄
華
と
現
在
の
荒
廃
」
を
主
題
と
す
る
懐
古
の
詩
と
し
て
歌
う
と
い
う
新
し
い
表
現
領
域
に
拡
大
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
劉
庭
琦
「
銅
雀
臺
」
銅
臺
宮
觀
委
灰
塵
銅
臺
の
宮
觀
（
台
上
の
楼
閣
）
灰
塵
に
委
ね
魏
主
園
陵
漳
水
濱
魏
主
の
園
陵
漳
水
の
濱
即
今
西
望
猶
堪
思
即
今
西
望
す
れ
ば
猶
ほ
思
ふ
に
堪
へ
た
り
況
復
當
時
歌
舞
人
況
ん
や
復
た
當
時
の
歌
舞
の
人
を
や
劉
庭
琦
の
詩
で
歌
わ
れ
た
「
銅
雀
台
」
は
、「
銅
臺
宮
觀
委
灰
塵
」
と
あ
る
よ
う
に
、
往
事
の
栄
華
を
完
全
に
失
い
、
廃
墟
と
化
し
た
状
態
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
懐
古
詩
に
お
け
る
遺
跡
の
姿
と
は
、
一
般
的
に
は
こ
う
し
た
完
全
に
興
廃
し
た
凄
惨
な
か
た
ち
で
描
か
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
詩
中
に
歌
わ
れ
る
遺
跡
の
「
過
去
の
栄
華
と
現
在
の
荒
廃
の
対
比
」
と
い
う
構
図
は
一
層
際
立
ち
、
詩
人
や
読
み
手
に
失
わ
れ
た
も
の
へ
の
哀
惜
の
情
を
掻
き
立
て
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
懐
古
を
主
題
と
す
る
文
学
作
品
に
お
け
る
深
い
抒
情
性
と
は
、
こ
う
し
た
「
過
去
の
栄
華
と
現
在
の
荒
廃
の
対
比
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
時
代
の
断
層
へ
の
意
識
」
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を
源
泉
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
９
）
。
陸
機
や
謝
朓
の
作
品
が
生
み
だ
し
た
詩
跡
「
銅
雀
台
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
後
世
の
文
学
作
品
に
長
く
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
陸
雲
の
「
登
台
賦
」
は
、
そ
の
よ
う
な
文
学
的
形
象
を
生
み
だ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
で
は
「
登
台
賦
」
と
い
う
作
品
自
体
の
文
学
的
成
就
と
は
別
に
、
そ
う
し
た
後
世
へ
の
影
響
度
の
低
さ
を
説
明
す
る
要
因
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
う
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
容
易
に
気
づ
く
こ
と
で
あ
る
が
、
六
朝
詩
跡
「
銅
雀
台
」
の
諸
作
品
と
「
登
台
賦
」
比
較
し
た
場
合
、
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
詩
跡
「
銅
雀
台
」
を
歌
う
六
朝
詩
が
い
ず
れ
も
「
楽
府
詩
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
般
に
楽
府
詩
が
歌
う
内
容
と
は
、
作
者
で
あ
る
詩
人
の
個
別
的
な
状
況
や
一
人
称
的
視
点
か
ら
相
対
的
に
切
り
離
さ
れ
た
、
よ
り
客
観
的
で
三
人
称
的
な
視
点
で
作
ら
れ
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
そ
し
て
三
人
称
的
視
点
で
歌
わ
れ
る
と
い
う
楽
府
詩
の
表
現
機
能
上
の
特
徴
と
は
、「
詩
歌
の
題
材
と
し
て
歌
わ
れ
る
事
物
の
類
型
化
・
一
般
化
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、
極
め
て
有
利
に
働
く
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
楽
府
詩
に
歌
わ
れ
た
「
銅
雀
台
」
に
関
す
る
一
定
の
イ
メ
ー
ジ
が
多
く
の
文
学
者
に
共
有
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
極
め
て
当
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
ま
た
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、「
銅
雀
台
」
の
文
学
的
形
象
が
、「
死
後
も
魏
王
曹
操
へ
の
奉
仕
を
強
い
ら
れ
た
妓
女
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。「
銅
雀
台
」
の
文
学
的
形
象
が
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
を
取
っ
た
こ
と
は
、
従
来
の
閨
怨
詩
（
宮
怨
詩
）
の
世
界
に
な
か
っ
た
「
悽
愴
な
歴
史
の
運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
人
間
の
悲
劇
」
と
い
う
歴
史
と
運
命
と
い
う
重
い
モ
テ
ィ
ー
フ
が
追
加
さ
れ
、
抒
情
の
次
元
は
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
押
し
上
げ
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
歴
史
的
運
命
に
翻
弄
さ
れ
た
妓
女
の
悲
劇
」
と
い
う
凄
烈
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
詩
人
の
文
学
的
興
趣
を
か
き
立
て
る
と
同
時
に
、
妓
女
た
ち
に
向
け
ら
れ
る
読
者
の
強
い
共
感
を
呼
び
覚
ま
す
こ
と
に
も
な
っ
た
（
１０
）
。
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他
方
、
陸
雲
の
「
登
台
賦
」
に
お
け
る
䌋
の
風
景
描
写
や
抒
情
性
は
、
こ
う
し
た
三
人
称
的
視
点
を
取
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
䌋
や
三
台
の
情
景
が
、
作
者
で
あ
る
陸
雲
の
心
象
風
景
と
し
て
彼
自
身
の
個
別
体
験
に
あ
ま
り
に
密
着
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
文
学
者
が
そ
れ
ら
を
共
有
の
文
学
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
利
用
す
る
の
を
困
難
な
も
の
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
歴
史
の
盛
衰
に
対
す
る
感
慨
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
い
え
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、「
登
台
賦
」
に
お
け
る
歴
史
の
盛
衰
に
対
す
る
感
慨
は
、
荘
子
の
哲
理
を
援
用
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
「
哲
理
を
援
用
」
に
よ
っ
て
、
作
品
内
で
の
歴
史
の
盛
衰
に
対
す
る
感
慨
は
、
単
な
る
抒
情
に
と
ど
ま
ら
な
い
深
い
思
索
性
を
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。
だ
が
こ
の
哲
理
の
援
用
も
ま
た
、
楽
府
の
様
式
や
閨
怨
の
主
題
に
ま
ま
見
ら
れ
る
よ
う
な
通
俗
性
と
い
う
次
元
で
、
他
の
文
学
者
に
よ
る
文
学
的
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
を
困
難
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
以
上
こ
う
し
た
諸
々
の
要
因
に
よ
っ
て
、「
登
台
賦
」
と
い
う
作
品
は
、
䌋
都
と
い
う
歴
史
性
に
富
ん
だ
都
市
を
扱
っ
た
優
れ
た
文
学
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
後
世
の
文
学
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
創
作
の
源
泉
と
し
て
利
用
し
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
䌋
都
を
題
材
と
す
る
文
学
作
品
と
し
て
は
、
傍
流
の
地
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
、「
登
台
賦
」
に
お
け
る
王
朝
の
盛
衰
へ
の
感
慨
や
懐
旧
へ
の
悲
哀
の
表
さ
れ
方
と
、「
懐
古
」
を
主
題
と
す
る
文
学
作
品
に
お
け
る
時
間
意
識
が
、
ど
の
よ
う
に
違
う
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
後
者
が
先
述
の
劉
庭
琦
の
詩
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
「
過
去
の
栄
華
と
現
在
の
荒
廃
の
対
比
」
を
「
廃
墟
」
と
い
う
か
た
ち
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
の
連
続
性
を
絶
対
的
に
断
ち
切
る
「
時
代
の
断
層
へ
の
意
識
」
や
「
時
間
的
距
離
感
」
が
非
常
に
強
烈
に
意
識
さ
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
登
台
賦
」
に
お
け
る
過
去
と
現
在
の
「
時
間
的
距
離
感
」
に
対
す
る
意
識
の
あ
り
方
は
、
唐
代
懐
古
詩
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
䌋
は
「
往
事
の
壮
麗
な
姿
を
維
持
し
た
」
か
た
ち
で
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
「
過
去
の
栄
華
に
生
き
た
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人
物
（
曹
操
）
の
不
在
」
と
対
比
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
の
「
時
間
的
距
離
感
」
と
は
、「
王
宮
や
三
台
と
い
っ
た
物
（
遺
物
）
は
過
去
と
変
わ
ら
ず
存
続
し
て
い
る
の
に
、
そ
こ
に
か
つ
て
生
き
て
栄
華
を
享
受
し
た
人
物
は
死
去
し
て
す
で
に
い
な
い
」
と
い
う
か
た
ち
で
表
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
登
台
賦
」
に
お
け
る
「
時
間
的
距
離
感
」
の
表
現
の
あ
り
方
は
、
こ
の
作
品
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
「
存
続
す
る
物
（
遺
物
）」
と
「
死
去
（
消
失
）
し
た
人
物
」
の
対
比
さ
せ
る
表
現
手
法
は
、
実
は
陸
雲
と
同
時
代
の
西
晋
の
文
学
者
の
作
品
に
す
で
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
例
を
以
下
に
紹
介
し
よ
う
。
向
秀
「
思
舊
賦
」
將
命
適
於
遠
京
兮
、
遂
旋
反
而
北
徂
。
濟
黄
河
以
汎
舟
兮
、
經
山
陽
之
舊
居
。
瞻
曠
野
之
蕭
條
兮
、
息
余
駕
乎
城
隅
。
踐
二
子
之
遺
跡
兮
、
歷
窮
巷
之
空
廬
。
歎
黍
離
之
愍
周
兮
、
悲
麥
秀
於
殷
墟
。
惟
古
昔
以
懷
今
兮
、
心
徘
徊
以
躊
躇
。
棟
宇
存
而
弗
毀
兮
、
形
神
逝
其
焉
如
。
昔
李
斯
之
受
罪
兮
、
歎
黄
犬
而
長
吟
。
悼
嵆
生
之
永
辭
兮
、
顧
日
影
而
彈
琴
。
託
運
遇
於
領
會
兮
、
寄
餘
命
於
寸
陰
。
聽
鳴
笛
之
慷
慨
兮
、
妙
聲
而
復
尋
。
停
駕
言
其
將
邁
兮
、
遂
援

而
寫
心
。
命
を
將
（
承
）
り
て
遠
京
（
洛
陽
）
に
適
き
、
遂
に
旋
反
し
て
北
に
徂
く
。
黄
河
を
濟
り
て
以
て
舟
を
汎
か
べ
、
山
陽
の
舊
居
を
經
。
曠
野
の
蕭
條
た
る
を
瞻
、
余
が
駕
を
城
隅
に
息
ふ
。
二
子
（
嵆
康
・
呂
安
）
の
遺
跡
を
踐
み
、
窮
巷
の
空
廬
を
歴
。
黍
離
の
周
を
愍
む
を
歎
き
、
麥
秀
を
殷
墟
に
悲
し
む
。
古
昔
を
惟
ひ
て
以
て
今
を
懷
ひ
、
心
は
徘
徊
し
て
以
て
躊
躇
す
。
棟
宇
存
し
て
毀
れ
ざ
る
も
、
形
神
逝
き
て
其
れ
焉
に
か
如
か
ん
。
昔
李
斯
の
罪
を
受
く
る
や
、
黄
犬
を
歎
き
て
長
吟
す
。
嵆
生
（
嵆
康
）
の
永
辭
を
悼
み
、
日
影
を
顧
み
て
琴
を
彈
ず
。
運
遇
（
運
命
）
を
領
會
に
託
し
、
餘
命
を
寸
陰
に
寄
す
。
鳴
笛
の
慷
慨
す
る
を
聴
き
、
妙
聲
絶
え
て
復
た
尋
ぐ
。
駕
を
停
め
て
言
に
其
れ
將
に
邁
か
ん
と
し
、
遂
に

を
援
る
ひ
て
心
を
寫
す
。
119 陸雲「登台賦」考（住谷）
潘
岳
「
悼
亡
詩
三
首
」
其
一
（
部
分
）
望
廬
思
其
人
廬
を
望
ん
で
其
の
人
を
思
ひ
入
室
想
所
歴
室
に
入
り
て
歴
る
所
を
想
ふ
幃
屏
無
髣
髴
幃
屏
に
髣
髴
た
る
無
き
も
翰
墨
有
餘
跡
翰
墨
に
餘
跡
有
り
流
芳
未
及
歇
流
芳
未
だ
歇
む
に
及
ば
ず
遺
掛
猶
在
壁
遺
掛
猶
ほ
壁
に
在
り
悵
怳
如
或
存
悵
怳
と
し
て
或
ひ
は
存
す
る
が
如
く
周
遑
忡
驚
惕
周
遑
と
し
て
う
れ忡
へ
驚
惕
す
こ
こ
で
挙
げ
た
向
秀
の
「
思
旧
賦
」
お
よ
び
潘
岳
の
「
悼
亡
詩
」
は
、
い
ず
れ
も
亡
き
人
（
嵆
康
・
呂
安
・
潘
岳
の
妻
）
へ
の
思
慕
と
懐
旧
の
情
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
登
台
賦
」
の
よ
う
な
歴
史
的
事
績
へ
の
懐
旧
を
歌
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
こ
で
の
過
去
と
現
在
の
「
時
間
的
距
離
感
」
も
ま
た
、「
棟
宇
存
而
弗
毀
兮
、
形
神
逝
其
焉
如
」（「
思
旧
賦
」）
や
「
幃
屏
無
髣
髴
、

墨
有
餘
跡
。
流
芳
未
及
歇
、
遺
掛
猶
在
壁
」（「
悼
亡
詩
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
陸
雲
が
用
い
た
そ
れ
と
同
じ
く
「
存
続
す
る
物
（
遺
物
）」
と
「
死
去
（
消
失
）
し
た
人
物
」
と
を
対
比
さ
せ
る
手
法
を
採
用
し
て
い
る
（
１１
）
。
こ
う
し
た
観
点
に
立
て
ば
、「
登
台
賦
」
に
お
け
る
「
時
間
的
距
離
感
」
の
意
識
は
、「
思
旧
賦
」
や
「
悼
亡
詩
」
に
お
け
る
そ
れ
と
同
種
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
登
台
賦
」
に
お
け
る
「
時
間
的
距
離
感
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
懐
旧
の
情
と
は
、「
思
旧
賦
」
や
「
悼
亡
詩
」
に
お
け
る
哀
惜
の
対
象
（
亡
き
人
）
を
、
歴
史
的
事
績
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
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見
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
存
続
す
る
物
（
遺
物
）」
と
「
死
去
（
消
失
）
し
た
人
物
」
を
対
比
さ
せ
る
手
法
は
、
過
去
と
現
在
の
間
に
存
在
す
る
「
時
間
的
距
離
感
」
へ
の
意
識
や
感
慨
を
表
現
す
る
こ
と
を
可
能
に
は
す
る
が
、
後
世
の
懐
古
詩
の
よ
う
な
時
間
の
連
続
性
を
絶
対
的
に
断
ち
切
る
「
時
代
の
断
層
へ
の
意
識
」
や
強
烈
な
「
時
間
的
距
離
感
」
を
生
み
出
す
こ
と
は
難
し
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、「
存
続
す
る
物
（
遺
物
）」
と
「
死
去
（
消
失
）
し
た
人
物
」
の
対
比
と
い
う
手
法
で
は
、
必
然
的
に
現
在
と
い
う
時
間
で
消
失
し
た
の
は
人
物
の
み
に
限
定
さ
れ
、
物
（
遺
物
）
の
方
は
存
続
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
、
物
（
遺
物
）
の
と
い
う
必
ず
過
去
と
変
わ
ら
ず
存
続
し
続
け
る
存
在
の
せ
い
で
、
過
去
と
い
う
時
間
と
の
連
続
性
を
完
全
に
は
断
ち
切
れ
ず
に
い
る
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
後
世
の
懐
古
詩
に
見
ら
れ
る
、
人
物
も
遺
跡
も
す
べ
て
消
失
・
荒
廃
し
た
こ
と
か
ら
く
る「
圧
倒
的
な
喪
失
感
」
や
「
絶
対
的
な
時
代
の
断
絶
感
」
と
比
較
し
た
場
合
、
強
烈
な
抒
情
性
を
生
み
出
す
と
い
う
点
で
、
ど
う
し
て
も
遜
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
王
朝
の
歴
史
的
盛
衰
へ
の
感
慨
を
「
悼
亡
」
的
手
法
を
交
え
て
述
べ
る
と
い
う
陸
雲
の
発
想
は
、
そ
れ
ま
で
文
学
者
の
親
し
い
身
内
へ
の
哀
惜
を
歌
う
の
に
用
い
ら
れ
た
「
時
間
的
距
離
感
」
を
、
歴
史
的
事
績
と
い
う
次
元
に
ま
で
拡
張
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
斬
新
な
手
法
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
時
代
が
下
り
、
過
去
と
現
在
を
隔
て
る
「
歴
史
的
断
層
」
を
よ
り
抒
情
豊
か
に
表
現
で
き
る
「
懐
古
詩
」
の
様
式
が
確
立
す
る
と
、「
登
台
賦
」
で
用
い
ら
れ
た
手
法
は
、「
時
間
的
距
離
感
」
を
十
全
に
は
表
出
で
き
な
い
と
い
う
欠
陥
を
露
呈
し
ま
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、「
登
台
賦
」
に
お
い
て
、
陸
雲
が
同
時
期
の
「
悼
亡
」
を
主
題
と
す
る
文
学
作
品
に
類
似
し
た
手
法
を
用
い
て
歴
史
的
事
績
か
ら
生
じ
る
懐
旧
の
情
を
表
し
た
の
は
、
当
時
に
お
い
て
「
時
間
的
距
離
感
」
を
表
現
す
る
た
め
の
他
の
手
法
を
取
り
よ
う
が
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
時
代
の
制
約
上
や
む
を
得
な
い
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
「
時
間
的
距
離
感
」
を
い
か
に
表
現
す
る
か
と
い
う
発
想
の
次
元
で
、
当
時
の
常
套
的
な
手
法
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
121 陸雲「登台賦」考（住谷）
と
に
よ
っ
て
、「
登
台
賦
」
は
、
そ
れ
自
体
の
文
学
的
成
就
と
は
別
に
、
懐
古
を
主
題
と
す
る
後
世
の
文
学
作
品
へ
の
影
響
力
を
著
し
く
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
結
語
以
上
、
本
論
文
で
は
陸
雲
の
「
登
台
賦
」
と
い
う
作
品
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
最
初
に
こ
の
作
品
の
内
容
や
構
成
に
つ
い
て
の
分
析
に
よ
っ
て
、
䌋
と
い
う
歴
史
的
都
市
を
題
材
と
す
る
こ
の
作
品
が
、
そ
こ
に
ま
つ
わ
る
魏
王
朝
の
興
廃
と
歴
史
的
感
慨
を
叙
述
す
る
た
め
、
作
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
駆
使
し
、
入
念
な
構
成
と
奥
深
い
哲
理
に
裏
付
け
ら
れ
た
抒
情
性
を
も
っ
た
優
れ
た
文
学
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
続
い
て
、
こ
の
作
品
を
「
詩
跡
と
し
て
の
銅
雀
台
」
や
「
懐
古
を
主
題
と
す
る
文
学
」
と
比
較
し
て
み
た
結
果
、
後
者
が
「
イ
メ
ー
ジ
の
一
般
化
」
や
「
過
去
と
現
在
の
時
間
的
距
離
を
表
現
す
る
効
果
的
手
法
」
を
開
拓
す
る
こ
と
で
後
世
に
お
い
て
大
き
な
文
学
的
成
就
を
遂
げ
た
の
に
対
し
、「
登
台
賦
」
は
そ
う
し
た
手
法
を
開
拓
で
き
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
詩
跡
や
懐
古
の
主
題
の
祖
型
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
登
台
賦
」
と
い
う
作
品
は
、
作
品
自
体
の
文
学
的
成
就
の
高
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
文
学
史
に
お
け
る
影
響
力
や
存
在
感
が
今
ひ
と
つ
薄
い
不
幸
な
作
品
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
（
注
）
（
１
）
「
六
朝
詩
に
お
け
る
「
銅
雀
台
」
―
六
朝
期
に
成
立
し
た
「
詩
跡
」
の
特
徴
に
つ
い
て
―
」（『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
三
十
一
集
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
を
参
照
。
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（
２
）
本
論
文
で
扱
う
「
詩
跡
」
と
は
、
所
謂
日
本
文
学
に
お
け
る
「
歌
枕
」「
俳
枕
」
に
相
当
し
、
中
国
古
典
詩
歌
（
漢
詩
）
に
歌
わ
れ
る
名
所
旧
跡
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
よ
り
詳
細
な
説
明
に
つ
い
て
は
、
植
木
久
行
編
『
中
国
詩
跡
事
典
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
を
参
照
。
い
に
し
え
お
も
（
３
）
本
論
文
で
言
及
す
る
「
懐
古
詩
」
と
は
、「
過
去
の
歴
史
（＝
古
へ
の
懐
い
）」
を
主
題
と
す
る
文
学
作
品
を
指
す
。
懐
古
を
主
題
と
す
る
文
学
作
品
の
多
く
は
、
か
つ
て
栄
え
今
は
滅
び
去
っ
た
史
跡
と
い
う
歴
史
の
現
場
に
立
ち
、
そ
こ
か
ら
湧
き
あ
が
る
「
栄
光
」
と
「
荒
廃
」
の
対
比
へ
の
感
慨
、
そ
し
て
「
過
去
と
の
断
絶
感
」
や
「
時
の
う
つ
ろ
い
」
へ
の
詠
嘆
を
抒
情
の
源
泉
と
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
（
４
）
曹
丕
の
賦
の
制
作
年
代
は
序
の
記
述
か
ら
明
か
で
あ
る
。
曹
植
の
賦
に
つ
い
て
は
、『
三
国
志
』「
曹
植
伝
」（
魏
書
、
巻
十
九
）
に
お
け
る
記
述
「
時
䌋
銅
爵
臺
新
成
。
太
祖
悉
將
諸
子
登
臺
、
使
各
為
賦
。
植
援
筆
立
成
、
可
觀
。
太
祖
甚
異
之
」、
お
よ
び
裴
松
之
所
引
の
陰
澹
『
魏
紀
』
に
こ
の
賦
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
５
）
本
論
文
で
言
及
す
る
陸
雲
の
作
品
本
文
に
つ
い
て
は
、
国
家
図
書
館
蔵
宋
本
『
陸
士
龍
文
集
』
の
影
印
本
「
古
逸
叢
書
本
」（
中
華
書
局
、
古
逸
叢
書
三
編
之
十
九
）
を
底
本
と
し
た
。
ま
た
本
文
の
解
釈
等
に
つ
い
て
は
、『
陸
士
龍
文
集
校
注
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
。
以
下
『
校
注
』
と
表
記
）
を
適
宜
参
照
し
た
。
（
６
）
注
（
５
）
所
掲
の
『
校
注
』
巻
末
附
録
の
「
陸
士
龍
年
譜
」
で
は
、
本
作
品
の
制
作
年
を
永
寧
二
年
（
三
〇
二
）
と
す
る
。
な
お
陸
雲
が
䌋
を
巡
行
し
、
王
宮
内
の
遊
覧
や
銅
雀
台
を
含
む
三
台
の
登
覧
を
行
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
作
品
以
外
に
も
、
彼
が
兄
の
陸
機（
当
時
、
平
原
内
史
の
官
に
あ
っ
た
）
に
送
っ
た
書
「
與
兄
平
原
書
」
の
以
下
の
記
述
か
ら
も
う
か
が
え
る
。「
一
日
案
行
。
䮒
視
曹
公
器
物
。
…
…
前
已
白
其
囐
帳
及
望
墓
田
處
、
是
清
河
時
臺
上
諸
奇
變
無
方
。
常
欲
問
曹
公
『
使
賊
得
上
臺
、
而
公
但
以
變
譎
因
旋
避
之
。
若
焚
臺
、
當
云
何
』。
此
公
似
亦
不
能
止
…
…
」（
其
一
）、「
一
日
上
三
臺
、
曹
公
藏
石
墨
數
十
萬
斤
。
…
…
」（
其
二
）。
（
７
）
こ
の
二
句
の
「
金
虎
」「
文
昌
」
に
つ
い
て
、
注
（
５
）
所
掲
の
『
校
注
』
の
注
は
、「
金
虎
、
西
方
白
虎
三
星
」「
文
昌
、
天
宮
所
在
之
星
宿
名
」
と
し
、「
此
二
句
言
朝
登
白
虎
三
星
、
夕
行
於
文
昌
天
宮
。
懸
想
其
作
仙
人
之
遊
也
」
と
解
釈
す
る
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
内
容
が
飛
躍
し
て
い
る
上
、
後
の
段
落
と
の
つ
な
が
り
か
ら
も
、
恐
ら
く
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
「
金
虎
」
は
䌋
の
三
台
の
一
（
金
虎
台
）
を
指
し
、「
文
昌
」
は
、
左
思
「
魏
都
賦
」
の
「
造
文
昌
之
廣
殿
」
に
お
け
る
『
文
選
』
李
善
注
の
記
述
「
文
昌
、
正
殿
名
也
」
か
ら
、「
䌋
宮
の
正
殿
」
を
指
す
と
解
釈
す
る
。
（
８
）
陸
機
の
弔
文
お
よ
び
謝
朓
ら
六
朝
詩
に
お
け
る
「
銅
雀
台
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
は
、
注
（
１
）
所
掲
の
拙
論
を
参
照
。
（
９
）
「
懐
古
」
を
主
題
と
す
る
中
国
古
典
文
学
作
品
に
お
い
て
、「
時
間
的
距
離
感
」
へ
の
意
識
か
ら
ど
の
よ
う
に
文
学
的
抒
情
性
が
生
み
出
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
注
（
１
）
所
掲
の
拙
論
お
よ
び
拙
論
「
鮑
照
「
蕪
城
賦
」
に
お
け
る
懐
古
主
題
の
形
成
」（『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
三
十
二
集
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
）
を
参
照
。
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（
１０
）
注
（
１
）
所
掲
の
拙
論
を
参
照
。
（
１１
）
ま
た
陸
雲
よ
り
後
の
時
代
に
な
る
が
、
東
晋
の
詩
人
・
陶
淵
明
の
「
形
贈
影
」（「
形
影
神
三
首
」
の
其
一
）
の
一
節
「
但
餘
平
生
物
、
舉
目
情
悽
啦
」
の
部
分
も
、「
亡
き
人
の
遺
物
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
が
往
事
を
偲
ば
せ
る
」
と
い
う
「
悼
亡
」
的
手
法
に
よ
っ
て
、
過
去
と
現
在
の
間
に
存
在
す
る
「
時
間
的
距
離
感
」
を
表
現
し
た
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
